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サンスクリット語は、紀元前１５世紀頃にインドに侵入したインド・アーリアン人が創り上げた「ヴェーダ」に代表され

る宗教文化を表した言語であり、今日に至るヒンドゥー教社会におけるバラモン階層の権威を象徴する。紀元前５

世紀には、北西インドに現れたパーニニが、サンスクリット語文法（パーニニ文法）を作り、爾後、今日に至るまで

サンスクリット語の規範となっている。

しかし、いわゆる“サンスクリット語の発見”によって１９世紀のヨーロッパに成立した印欧比較言語学は、印欧語の

歴史的研究が目的であるから、サンスクリット語を重要なデータとして扱いながらも、パーニニに始まる土着文法を

省みることはほとんどなかった。また、印欧比較言語学の流れから成立したインド学の分野では、土着文法は主に

インド思想史の観点から研究されているが、文献学に立脚した古典学の枠を出ず、現代インドに存続する土着文

法の伝統を認めながらも、少なくとも学術研究の対象にすることはない。

申請者は、本邦で文献学的インド学を修め、同方法論に則った土着文法学研究を志してインドへ渡ったが、その

折、ラテン語同様に死語と言われて来たサンスクリット語を自由に操るパンディットと呼ばれる伝統的なバラモン学

者に接する機会を得た.彼らは、パーニニに始まる土着文法　－彼らには「土着」ということばは適用されないが－

を土着文法学という学的対象としてではなく、当該文法が成立した紀元前５世紀当時と同様に、合理性・網羅性・

経済性という一個の経験科学と見做し、サンスクリット語をより体系的に記述することに従事していた。そこで申請

者は、彼らの下で、主に旋律を伴った読誦による伝統的なサンスクリット文法の教育を受け、２年間（１９９４－１９

９６）の留学を終えた。

ところで、現代インドの実状に目を向けてみると、資本主義流入による社会意識の変容に伴い、サンスクリット語を

学ぼうとする若い世代が激減しているのはまだしも、バラモン出身のインド人学者さえも伝統的なサンスクリット語

教育を完遂しなくなりつつあるという事実がある。存命のパンディットは７０歳以上の世代に残るだけであり、彼ら

亡き後、この伝統が消滅することは間違いない。この事情は、儒教に根差した漢文教育が江戸末期までは常識で

あったにも拘わらず、明治維新後には衰退した本邦の事情に比肩できよう。

従って、現代インドにおける社会意識の変容に伴う伝統文化の衰退を目前にして、ヒンドゥー教という宗教社会の

中枢を２０００年以上担ってきたサンスクリット語文法の伝統を記録し、後生に遺すことは急務の課題である。












